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「
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
？

大
ま
か
に
言
う
と
、「
爆
弾
の
仕
掛
け
ら
れ
た
部
屋
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
！ 

ド
ア
の
解
除
コ
ー
ド
を
見
つ
け
出
せ
！
」
と
い
う
指

示
に
従
っ
て
密
室
か
ら
脱
出
し
た
り
、「
こ
の
町
に
眠
る
秘
宝

を
、
古
地
図
を
読
み
解
き
探
し
出
せ
！
」
と
い
う
指
示
に
従
っ
て

町
を
探
索
す
る
な
ど
、
実
際
の
建
物
や
町
で
行
う
体
感
型
ゲ
ー
ム

イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
「
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
」
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
の
が
、

ク
ロ
ネ
コ
キ
ュ
ー
ブ
株
式
会
社
。
そ
の
取
締
役
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
あ
る
喜
多
亮
介
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「謎解き」を軸に、地方創生を牽引するエンターテインメントを

KIDA Ryosuke
喜多 亮介 2007年神戸大学国際文化学部卒。教育関係の企業勤務を経て、2010年

大学院国際文化学研究科に入学し、アートマネジメントについて学ぶ。
2013年に退学し、クロネコキューブ株式会社を創業。

|
ク
ロ
ネ
コ
キ
ュ
ー
ブ
と
は
ど
の
よ
う
な
会
社

で
す
か
。

　「
謎
解
き
」
を
軸
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
制

作
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
員
は
私
を
含
め
て

5
人
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
て
そ
の
時
々
で
手
伝
っ

て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
他
に
10
人
く
ら
い
い
ま
す
。

|
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
制
作

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
主
に
関
西
圏
を
中
心
に
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や

観
光
地
な
ど
で
の
企
画
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
例
え

ば
最
近
で
は
、
神
戸
の
北
野
異
人
館
で
、
現
地
を
周

遊
し
て
謎
を
解
き
、
観
光
を
楽
し
み
な
が
ら
ゲ
ー
ム

ク
リ
ア
に
必
要
な
も
の
を
集
め
て
も
ら
う
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
場
所
だ
け
お
借
り
し
て
、
弊
社
が
企
画
か
ら
運
営

ま
で
全
て
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
企
画
の
作
成

の
み
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
個
人
の
方
向
け
の

結
婚
式
や
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
企
画
や
、
会
社
の
社
内

研
修
向
け
の
企
画
を
制
作
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

|
普
段
は
ど
の
よ
う
に
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

　
私
は
、
企
画
段
階
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
、
全
体

的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
企
画
の
提
案
・
営
業
を

行
っ
た
り
、
全
体
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
た
り
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
登
場
す
る
「
謎
」
や
ス
ト
ー

リ
ー
の
制
作
や
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
・
印
刷
物
の
デ
ザ
イ

ン
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
は
パ
ソ
コ
ン
と
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
仕
事
が
で

き
る
の
で
、
私
も
社
員
も
、
自
宅
や
カ
フ
ェ
で
仕
事

を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

|
な
ぜ
ク
ロ
ネ
コ
キ
ュ
ー
ブ
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
か
。

　
国
際
文
化
学
部
を
卒
業
後
、
教
育
関
係
の
企
業
で

3
年
程
勤
め
た
の
で
す
が
、
他
の
仕
事
が
し
た
い
と

思
っ
て
会
社
を
辞
め
、
神
戸
大
学
に
戻
っ
て
大
学
院

国
際
文
化
学
研
究
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
院
で

は
芸
術
文
化
論
や
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
中
心
に

学
ん
で
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち
上
げ
方
等
も
勉
強

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
が
、
ち
ょ
う
ど
「
脱
出

ゲ
ー
ム
」
や
「
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
が
は
や
り
始
め
て

い
た
頃
で
、
形
態
を
変
え
て
自
分
で
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
時
に
、
知
り
合
い
の
神
戸
市
の
職

員
の
方
か
ら
、
市
営
地
下
鉄
の
御
崎
公
園
駅
の
地
下

に
あ
る
「
御
崎
車
両
基
地
」
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
し

た
い
と
い
う
話
を
い
た
だ
い
て
。
そ
こ
で
謎
解
き
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
の
が
最
初
で
し
た
。

　
そ
の
企
画
が
好
評
で
、
続
け
て
何
度
か
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
く
う
ち
に
、
弊
社
の
代
表
取
締
役
と
知

り
合
っ
て
、
事
業
化
し
て
み
な
い
か
と
い
う
話
に
な

り
、
当
時
「
ク
ロ
ネ
コ
キ
ュ
ー
ブ
」
と
い
う
団
体
名

で
行
っ
て
い
た
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
の
名
前
で
法
人

化
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

|
イ
ベ
ン
ト
を
作
る
上
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
大

切
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
続
け
て
い
く
た
め
、
常

に
面
白
い
も
の
を
探
し
て
体
験
し
て
と
い
う
の
は
、

生
活
の
一
部
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
普
段
、
街
で

見
た
光
景
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、
映
画
や
ゲ
ー
ム
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、
身

の
回
り
の
も
の
や
出
来
事
の
全
て
が
企
画
の
材
料
に

な
り
ま
す
。
実
際
、
自
分
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
イ
ベ
ン
ト
化
し
て
、
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
（
笑
）
。

　
あ
と
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、「
現
場
主
義
」

で
す
ね
。
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
１
つ
に
し
て
い
る

の
で
、
ロ
ケ
や
テ
ス
ト
プ
レ
イ
で
何
度
も
現
場
を
訪

れ
る
な
ど
、
現
場
を
す
ご
く
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

|
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
２
、
３
ヶ
月
く
ら
い
の
短
い
ス
パ
ン
で
ど
ん
ど
ん

良
い
も
の
を
作
り
続
け
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
自
分
た

ち
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
成
長
し
て
い
く
と
い
う
の
が
一

つ
の
目
標
で
す
。

　
ま
た
、
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
は
、
か
な
り
認
知
度
が
上

が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
他
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
比
べ
た
ら

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
つ
の
確
立
さ
れ

た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
長
く
愛
さ
れ
て
い
っ
て
欲
し
い

で
す
。
飽
き
ら
れ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
も
、
今
ま
で

の
や
り
方
を
ど
ん
ど
ん
壊
し
、
謎
解
き
を
ベ
ー
ス
に
し

た
次
の
体
感
型
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
を
考
え
て
い
か
な
い

と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
最
後
に
、
神
大
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
ず
、
学
生
と
い
う
身
分
を
存
分
に
活
か
し
て
、

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
色
々

な
人
に
会
い
、
失
敗
し
て
も
い
い
の
で
そ
こ
か
ら
学

ん
で
幅
広
い
経
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
は
実
は
と
て
も
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
当
の
学
生
が
そ
れ
に

気
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
か
、
受
け
身
で
待
っ
て
い

る
だ
け
で
は
何
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
も
大
学

で
す
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
動
い
て
、
大
学
を
フ
ル

活
用
し
て
欲
し
い
で
す
。

　
あ
と
は
是
非
、
自
分
で
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
を
作
っ

て
み
る
と
い
う
の
を
、
興
味
の
あ
る
方
は
や
っ
て
み

て
欲
し
い
で
す
。
ク
ロ
ネ
コ
キ
ュ
ー
ブ
で
は
イ
ン

タ
ー
ン
も
募
集
し
て
い
ま
す
し
、
も
し
こ
れ
を
仕
事

に
し
た
い
な
と
い
う
方
が
い
れ
ば
、
是
非
う
ち
に
来

て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト

を
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
と
に
か
く
一
度
参

加
し
て
み
て
欲
し
い
で
す
ね
。

www.blackcats-cube.com/

①～③が示す食べ物は？

赤いマスと青いマスには同じものが入ります。

例題

答えは右のページから！

https://www.blackcats-cube.com/kaze-answer/
前田  真我
経済学部経済学科 2年

■インタビュアー学生広報チーム

MAEDA Shinga
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テオドレスク アリーナ クリスティナ
Teodorescu Alina Cristina

経営学研究科博士前期課程1年
ルーマニア出身。2015年4月、神戸大学に研究生とし
て来学。2017年4月より、授業と研究指導を全て英語
で行う「SESAMIプログラム」の大学院生となり、現
在に至る。ベジタリアン。

世界各国から来た約1200人の留学生が
神戸大学で学んでいます。
このコーナーでは、母国の文化や習慣など
の話を交えながら、国境を越えて頑張って
いる留学生にスポットを当てます。

東ヨーロッパに位置し、黒海に面する共和制国家。

首都はブカレストで、人口は約 1970 万人。国土

の中央をカルパティア山脈が通り、トランシルヴァ

ニア、ワラキア、モルダヴィア、ドブロジャの 4 つ

の地方に分かれる。

ルーマニア

Q神戸大学に来る前はどういうことを？

　ブカレスト大学の経営学部を卒業して、

旅行関係の会社に就職し、１年ほどアジア

からヨーロッパに来る旅行者のサポート

や、ツアーガイドなどをしていました。そ

の頃、文部科学省の「国費外国人留学生制

度」に応募して奨学金をもらい、2015年に

研究生として神戸大学に来ました。

Q食生活では
どのような違いがありますか？

　私は、日本に来てからベジタリアンに

なったので、そういう面でも食生活が大き

く変わりました。ダイエットをしようと

思って色々と方法を調べていたら、ベジタ

リアンやヴィーガンの人たちの食事法を

知って。最初はなかなかモチベーションが

保てなかったのですが、ドキュメンタリー

などで動物性食品を食べることの、動物や

環境・健康への影響について学ぶうちに、

意識が変わりました。より厳格な食事法を

行うヴィーガンになりたいと思っているの

ですが、日本ではなかなか難しいので、卵

や牛乳はOKのベジタリアンをしていま

す。他の留学生の友人でも、ベジタリアン

やヴィーガンの人がいますよ。

Q将来の夢を教えてください。

　卒業後も日本で働こうと思っていま

す。まだはっきり何がしたいか分からな

いのですが、ジムのインストラクターに

も興味があるし、しばらくはそういうス

ポーツ関係の道に進んでみようかなと

思っています。いずれ機会があれば、自

分で起業することにも興味があります。

日本でもベジタリアン・ヴィーガンが

もっと広まってくれればいいなと思って

いるので、そういうレストランを作った

りするのもいいかもしれません。

Q神戸大学で過ごしてみてどうでしたか？

　大学生が勉強できる環境が、すごくしっ

かり整えられていると思いました。学生が

自由に使えるパソコンや自習室がたくさん

ありますし、キャンパス内でWi－Fiがちゃ

んと使えるし。静かに過ごせる中庭があっ

たり、景色がいいところなども気に入って

います。

こんにちは！

留学生です留学生です留学生です留学生
こんにちは！んにちはQルーマニアと日本の違いで

驚いたことはありますか？

　最初に驚いたのは、みんなが自分のス

ケジュールをかなり前から細かく立てて

いることですね。ルーマニアだと、友達

に「明後日遊ぼう」みたいに誘ってもす

ぐ遊べるのですが、日本だと、２、３週

間前くらいには言っておかないと、予定

が入っているからダメと言われることが

あります。そんなに前から予定しないと

いけないんだなと驚いたんですけど、私

も今では同じように、かなり先まで予定

を立てるようになりました（笑）。

Q勉強以外では、
普段どんなことをしていますか？

　日本に来てからジムに通い始めたので

すが、それが楽しくて。それで、もっと

スポーツやフィットネスの世界に関わり

たいと思って、最近ジムでバイトを始め

ました。今はフロントを担当しています

が、研修が終わったらインストラクター

になることもできるので、それも挑戦し

てみたいと思っています。

　後は、旅行が好きですね。最近だと、

鳥取県に行きました。鳥取砂丘や、「江

島大橋」というものすごく急勾配の橋

や、「水木しげるロード」にも行きまし

た。それから、岐阜県に知り合いがい

て、「白川郷」には夏と冬の両方に遊び

に行きました。

Q神戸大学に来ようと思った理由は？

　まず、日本に興味を持ったのは中学生ぐ

らいの頃で、テレビで日本のアニメを見た

のがきっかけでした。最初、何語か分から

なかったのですが、響きがとても好きで、

この言葉を習ってみたいと思いました。高

校から日本語の勉強をまじめに始めて、い

つかは日本に来たいと思っていました。

　そして、研究生として日本の大学に行く

ためには、研究のテーマを決めて、日本の

大学で指導教員になってくれる先生を見つ

ける必要があります。ですが、色々な大学

を調べて探してもなかなか見つからなく

て。たまたま大阪で日本語の先生をしてい

る知り合いがいて、相談してみたら、神戸

大学の教授を紹介してくれました。その教

授は、ルーマニアでも仕事をされたことが

ある方で、とても不思議な縁だなと思いま

した。

Q今はどんなことを
研究していますか？

　今興味があるのは、日本で会社を作って

ビジネスをしている外国人についてです。

ビザの問題など色々な難しい面がある中

で、どうやってそれらの問題を越えたの

か、どうやって成功したかなどを研究した

いと思っています。研究は来年から本格的

に始まるので、まだそれほど進んではいな

いのですが、そういうビジネスをしている

方の話を聞きに行ったりもしています。

日本でスポーツの楽しさや
ベジタリアン・ヴィーガンの食事法を
もっと伝えたい　
ルーマニアは、王室の夏の離宮として建てられた「ペレシュ城」や、ドラキュラ城として

知られる「ブラン城」など、中世の古く美しい建物が多く残っている国。豊かな自然に囲

まれていて、ワインがとても有名です。そんなルーマニアからやって来た、アリーナさん

にお話をうかがいました。

ルーマニア語 : こんにちは！ドラキュラ城の中 Rasnov の砦マッシュルームのシチューとママリガ

自然が多い国

　神戸大学は、V4諸国(ポーランド、ハンガリー、スロバ
キア、チェコ)に関連する事象を扱う大学のコースに対
する助成である「Visegrad University Studies Grants」
に採択され、2017年10月から、EUにおける中・東欧地域
の重要性、日本と中・東欧地域との関連、日本における同
地域の位置づけについて学ぶコースを開講しました。
　本コースは、V4諸国の協定校である、ヤゲウォ大学
(ポーランド)、エトヴェシュ・ロラーンド大学(ハンガ
リ ー )、コ メ ニ ウ ス 大 学 ( ス ロ バ キ ア )、カ レ ル 大 学

(チェコ)と協力し、英語／英語
及び日本語で行われる、日本の
文化・社会・科学技術に関する

Visegrad University Studies Grants に採択されました。

家でワイン作り

ルーマニアはワインの国 ワイナリーの入り口

教育プログラムである「現代日本プログラム」の一環
として開講します。
　10月19日には、ポーランド・クラクフにあるヤゲウォ
大学において、本コースのキックオフシンポジウムを
開催し、関係校との研究交流の拡大を模索しました。
　神戸大学は2015年10月にポーランド拠点（クラク
フ）を設置し、EUの教育・訓練・青少年・スポーツのた
めの助成プログラム「Erasmus+」への参画など、ヤゲ
ウォ大学をはじめ中・東欧諸国の協定校と活発に国際
交流活動を行ってきました。今回の助成金採択は本学
の国際活動の成果であり、中東欧諸国における本学の
一層のプレゼンス向上が期待されます。

̶国際ニュース̶
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AGLOC      　国際農業サークル

農業ボランティア活動を通じて
中山間地域と世界の架け橋に！

神戸大学の農業ボランティアサークル「AGLOC（アグロック）」とは、“Agricultural（農業の）”、
“Global（世界的な）”、“Local（地域の）”、“Okano district（岡野地区）”、“Circle（輪）”の頭文字。

世界と地域、農業を輪でつなぐという意味が込められている。

AGLOC      　国際農業サークルAGLOC      　国際農業サークル

阿部 大樹 ABE Daiki
 農学部 資源生命科学科 3年

アナンタウィッタヤノン スクリーター 
 農学部 食料環境システム学科 1年

徳富 秀輔 TOKUTOMI shusuke
 発達科学部 人間環境学科 3年

神大発地球

Anantawittayanon Sukritta

徳
富

　A
G
L
O
C
は
農
学
部
の
学
生
を
中
心
に
、

経
済
学
部
な
ど
の
他
学
部
の
学
生
も
多
く
参
加
し
て

い
ま
す
。
経
済
の
視
点
か
ら
篠
山
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
と
い
う
の
も
、
な
か
な
か
楽
し
い
で
す
。

|
活
動
内
容
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
？

阿
部

　メ
イ
ン
は
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
今
、

岡
野
地
区
の
約
16
戸
の
農
家
さ
ん
と
提
携
し
て
い

て
、
月
に
一
度
、
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

徳
富 

篠
山
と
い
う
土
地
柄
、
黒
大
豆
な
ど
の
豆
類

や
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
栽
培
を
手
伝
う
こ
と
が
多
く
、
1 

年
を
通
じ
て
畑
を
耕
す
と
こ
ろ
か
ら
収
穫
ま
で
す
べ

て
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
1
年
半
で
20
回
ほ
ど

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ブ
リ
ー
ム 

私
の
母
国
、
タ
イ
で
は
農
業
支
援
を
行

う
の
は
社
会
人
が
主
流
で
、
単
発
の
支
援
が
多
い
た

め
、
学
生
が
継
続
し
て
農
業
支
援
に
行
く
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
A
G
L
O
C
の
活
動
に
参
加

し
て
、
新
発
見
の
連
続
で
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
で

は
栽
培
の
方
法
を
詳
し
く
文
書
で
記
録
し
て
伝
え
て

い
ま
す
。
タ
イ
で
は
農
業
技
術
を
記
録
し
て
詳
細
に

伝
え
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
農
業
を
始
め
る
場
合

は
自
分
で
イ
チ
か
ら
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
。
農

業
学
校
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
違

い
も
面
白
い
で
す
ね
。

徳
富

　こ
の
1
年
半
で
大
勢
の
留
学
生
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
22
か
国
、
81
人
が
こ
の
篠
山
の
地
に
来

て
く
れ
た
ん
で
す
。

阿
部

　他
に
は
、
篠
山
の
伝
統
野
菜
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ

を
使
っ
た
特
産
品
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

徳
富 

ヤ
マ
ノ
イ
モ
は
栽
培
に
手
間
が
か
か
り
、
収

入
に
見
合
わ
な
い
と
年
々
栽
培
農
家
さ
ん
が
減
っ
て

い
る
の
が
現
状
。
そ
こ
で
、
付
加
価
値
を
つ
け
ら
れ

神
戸
大
学
農
学
部
で
は
、
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
「
実
践
農
学
入
門
」
と
い
う
授
業
を
開
講
し
て
い

る
。
兵
庫
県
篠
山
市
の
提
携
農
家
の
も
と
で
、
学
生
が

一
年
間
農
業
に
取
り
組
み
な
が
ら
課
題
を
見
つ
け
、
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。
こ
の
授
業
か
ら
派

生
し
た
の
が
A
G
L
O
C
。
2
0
1
6
年
・
17
年
と
2

年
連
続
で
農
林
水
産
省
主
催
「
食
と
農
林
漁
業
大
学
生

ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
出
さ
れ

た
注
目
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
だ
。

|
A
G
L
O
C
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
？

阿
部

　実
践
農
学
入
門
の
授
業
で
農
業
を
体
験
し

て
、
実
習
先
の
篠
山
市
の
岡
野
地
区
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
神
戸
大
の
留
学
生
か
ら
農
業
活
動

に
参
加
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
り
、
留
学
生
と
と

も
に
活
動
す
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
た
ん
で
す
。
僕
た
ち
の
活
動
理
念
は

「
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
」
。
今
日
本
の
農
業
は
停

滞
し
、
斜
陽
産
業
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
世
界
の
食
産
業
の
需
要
は
と
て
も
伸
び
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
留
学
生
と
と
も
に
農
村
と
世
界

を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
日
本
の
農
業
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
と
台
湾
に
行
っ
て
日
本
の
農
家
と
の
違
い

を
学
び
、
農
業
支
援
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

徳
富

　「世
界
か
ら
地
域
」
に
向
け
て
は
、
ま
ず
は

留
学
生
と
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
キ
ャ
ン
プ
や
地
元
の
小
学
校
と
の
交
流

会
、
地
元
の
祭
り
へ
の
参
加
な
ど
で
接
す
る
機
会
を

作
っ
て
い
ま
す
。

阿
部

　と
い
う
の
も
、
設
立
当
初
、
す
べ
て
の
農

家
さ
ん
が
留
学
生
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
交
流
の
機
会

を
設
け
て
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
た
う
え
で
、

僕
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
1

年
半
ず
っ
と
考
え
て
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
最
近

は
、
活
動
に
参
加
す
る
農
家
さ
ん
が
増
え
て
き
た

実
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

徳
富

　英
語
を
勉
強
し
て
留
学
生
と
積
極
的
に
交
流
し

よ
う
と
す
る
農
家
さ
ん
も
、
増
え
て
き
た
ん
で
す
よ
。

阿
部

　そ
れ
か
ら
、
神
戸
大
学
の
国
際
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
が
、
留
学
生
に
日
本
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
遠
足
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
る
の
で
、
僕
た
ち
が
ガ
イ
ド
と
し
て
、
篠
山

へ
の
来
訪
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
介
し
て
、
訪
日
外
国
人
の

京
都
市
内
観
光
の
ガ
イ
ド
役
も
務
め
て
い
ま
す
。

観
光
補
助
の
活
動
を
通
じ
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
篠
山

へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。  

　
「
世
界
と
地
域
の
双
方
向
」
に
つ
い
て
は
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
活
動
の
軸
と
し
て
、
世
界
か
ら
来
て

く
れ
た
留
学
生
が
篠
山
に
定
期
来
訪
し
、
国
内
・

海
外
に
向
け
て
情
報
発
信
し
て
く
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ブ
リ
ー
ム
も
篠
山
で
の
農
作
業

の
様
子
や
風
景
な
ど
を
動
画
に
撮
っ
て
、
英
語
で

発
信
し
て
く
れ
て
い
ま
す
し
。

ブ
リ
ー
ム 

よ
り
多
く
の
人
に
活
動
を
知
っ
て
ほ
し

い
し
、
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ

ま
で
動
画
で
の
情
報
配
信
は
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
面
白
い
試
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

徳
富

　今
も
撮
影
し
続
け
て
い
て
、
篠
山
市
の
動

画
大
賞
に
応
募
す
る
予
定
。
ブ
リ
ー
ム
の
目
に
映

る
篠
山
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

阿
部

　留
学
生
が
篠
山
や
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
て
、
動
画
を
撮
る
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

く
れ
た
こ
と
は
一
つ
の
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

|
今
後
の
目
標
は
？ 

阿
部

　「地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
い
る
以
上
、
農
家
さ
ん
に
貢
献
し

た
実
績
を
残
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
う
な

る
と
、
特
産
品
開
発
と
情
報
発
信
が
鍵
に
な
っ
て

く
る
。
軌
道
に
乗
れ
ば
、
新
し
い
活
動
の
軸
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ブ
リ
ー
ム 

特
産
品
を
外
国
人
観
光
客
に
紹
介
し
て

み
る
の
は
？
実
際
に
食
べ
て
も
ら
っ
て
、
感
想
を
動

画
に
撮
っ
て
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
し
た
ら
動
画
サ
イ
ト

で
人
気
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

徳
富 

な
る
ほ
ど
！
彼
女
の
よ
う
に
、
積
極
的
に
提

案
し
て
く
れ
る
留
学
生
が
増
え
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

で
す
ね
。

阿
部 

僕
た
ち
は
農
業
支
援
の
プ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
地
域
貢
献
に

つ
な
が
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
と
思
う
。
大
き
な
利

益
は
見
込
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
楽
し
く

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
き
た
い
で
す
。
だ
か

ら
、
農
業
に
興
味
が
あ
る
、
特
産
品
を
開
発
し
た

い
、
留
学
生
と
交
流
し
た
い
な
ど
、
ど
ん
な
き
っ
か

け
で
も
A
G
L
O
C
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
人
は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

な
い
か
と
考
え
て
特
産
品
の
開
発
に
至
り
ま
し
た
。

阿
部

　一
つ
は
ヤ
マ
ノ
イ
モ
で
作
っ
た
、
か
る
か
ん

「
C
h
o
K
o
b
e（
チ
ョ
コ
ベ
）
」
と
い
う
商
品
。

農
村
地
域
の
課
題
解
決
を
行
う
神
戸
大
学
の
篠
山

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
開
発
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。
地
域
の
和
菓
子
店
が
製
造
し
、
店

頭
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
流
通
に
の
せ

ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

徳
富

　も
う
一
つ
は
「
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
パ
ン
ケ
ー

キ
」
。
留
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
レ
シ
ピ
を
開

発
し
、
レ
シ
ピ
冊
子
を
岡
野
地
区
の
全
戸
に
配
布
。

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ
パ
ン
ケ
ー
キ

の
店
を
出
店
す
る
う
ち
に
、
徐
々
に
「
作
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
声
が
増
え
て
、
地
域
の
方
が
祭
り
の
時

な
ど
に
作
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

|
活
動
の
方
向
性
は
？

阿
部

　僕
た
ち
の
働
き
か
け
は
「
地
域
か
ら
世
界

に
」、「
世
界
か
ら
地
域
に
」
、「
地
域
と
世
界
の
双
方

向
」
の
3
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。「
地
域
か
ら
世

界
に
」
向
け
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
農
業
の
閑
散

期
に
は
海
外
に
農
業
視
察
に
行
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

http://agloc.net/home_AGLOC.html

延べ22 か国・81 名の留学生が参加

地域の方からの期待も高まっている 農業を通じて異文化交流を図る 子どもたちとの交流も

神大発地球21

動
を
知
っ
て
ほ
し

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ

は
し
て
い
な
か
っ
た
の

今
も
撮
影
し
続
け
て
い
て
、
篠
山
市
の
動

画
大
賞
に
応
募
す
る
予
定
。
ブ
リ
ー
ム
の
目
に
映

け
で
も
A
G
L
O
C
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
人
は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

AGLOC 代表AGLOC  会計

タイからの留学生  通称 “ブリーム”
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国際人間科学部同窓会の名称について

アンケートの回答は神戸大学広報課の     
メールアドレスにお願いします。

神戸大学広報誌『風』10号をお読みになっての感想をお聞かせください。今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

1.どの記事に関心を持たれましたか　　2.その記事についてどのような感想を持たれましたか　　3.今後読みたい記事　　4.その他何でもご感想を

ppr-kouhoushitsu@of f ice.kobe-u.ac.jp WEBフォームもありますので
今すぐアクセス !※ご職業、年齢を書き添えていただけると幸いです。

読者の皆様へアンケートのお願い

日々情報更新中！ 「フォロー」「いいね！」
お願いします。

神戸大学公式  Twitter
「@KobeU_PR」

神戸大学公式  Facebook
「神戸大学 _ Kobe University」

同窓会・学友会・育友会

アラムナイMini News

オフショアセーリング部が世界大会で優勝しました ！

公式マスコットキャラクター「神大うりぼー」が誕生！ 海事科学部創基100 周年記念式典を開催しました。
稔国土交通省神戸運輸監理部長、山本勝海洋会会長、及び小

見山純郎海神会会長より祝辞をいただき、井上篤次郎神戸商

船大学元学長の乾杯の発声で始まりました。祝賀会の最後に

は、海事科学部の更なるの発展を祈念して、杉田英昭神戸商

船大学元副学長の発声により出席者全員で万歳三唱し、盛況

のうちに幕を閉じました。

　平成29年10月28日（土）、深江キャンパスにて、海事科学部創

基100周年記念式典を開催しました。

　式典には、来賓、神戸商船大学及び海事科学部の卒業生、企

業団体の関係者、教職員など約300名が出席しました。

　武田廣学長の式辞、内田誠海事科学部長挨拶の後、義本博司

文部科学省高等教育局長より祝辞をいただきました。

　続いて、寺島紘士公益財団法人笹川平和財団参与による「海

洋ガバナンスにおける神戸大学の役割」と題する基調講演が行

われました。

　基調講演に続き、「海事科学部100年の歩み」と題する講演

が行われ、第1部「写真で振り返る100年の歩み」では、福岡

俊道海事科学研究科教授が写真を用いて、海事科学部の前身

である私立川崎商船学校から、神戸高等商船学校、神戸商船

大学、そして現在の神戸大学海事科学部に至るまでの100年の

歴史を紹介しました。第2部「神戸商船大学の21世紀の戦略と

神戸大学との統合」では、原潔神戸商船大学元学長より、当

時ビジョン21と呼ばれていた大学改革、IAMU(国際海事大学

連合)の設立を中心とした国際交流、さらには神戸大学との統

合に至った詳細な経緯について講演いただきました。

　式典終了後の祝賀会では、内田学部長による挨拶の後、吉田

体育会サッカー部創部100 年周年記念行事を開催
輩による「神戸大学と日本のサッカー」でした。6名の日本代

表、2名のJリーガーを輩出し昭和11年と昭和21年には関西リー

グ優勝をなし学生日本一にあと一歩まで迫ったという栄光か

ら、現在に至る奮闘と伝統を紹介する内容でした。式典の最後

に「商神」斉唱のあと万歳三唱で締めくくりました。

　記念写真撮影の後に、アカデミア館BELBOXに祝賀会会場を

移し、来賓、招待客と年代毎にテーブルを囲み旧交を温めると

ともに登壇者の話芸等で盛り上がりました。　

　この行事にあわせて、100周年記念誌を上梓し、昭和42年に

仮にまとめられていた前半50年史に加えて、古い記事発掘や各

年度主将等の寄稿、座談会記事を4年間にわたり積み上げた労

作で参加者全員に配布されました。

　神戸大学体育会サッカー部は、神戸大学の創立基盤である神

戸高等商業学校に蹴球部が創設された1917年を起点として、本

年で100周年を迎え、9月9日（土）に記念行事を挙行しました。

　午前中の交流戦では、晴天の鶴甲第1キャンパスグラウンド

に、年齢を重ねてもなお情熱を失わない約100名のOBが集い、

78歳を最高齢に6チームに分かれ、残暑のなかで気持ち良い汗

を流すとともに先輩後輩とのプレーを楽しみました。　　

　記念式典では、出光佐三記念六甲台講堂に約300名が参列し

ました。吉井昌彦部長と長木義明OBクラブ会長の式辞、水谷文

俊理事総括副学長挨拶に続き来賓から祝辞をいただき、甲田聡

史現役主将から次の100年に伝統を引き継ぐと力強い宣言があ

りました。記念講演は92歳のサッカージャーナリスト賀川浩先

― 交流戦・記念式典・祝賀会・記念誌―

　国際文化学部と発達科学部が統合された新設の国際人間科

学部に本年春384名の新入生を迎えました。私たち同窓会に関

わる者としては、新学部の更なる発展を大いに期待しつつ同

窓会活動の一層の充実に努力を惜しまない決意でいます。

　10月16日から10月22日の日程で、フランスのマルセイユ・

フリウル島で開催された大型ヨットの学生世界選手権「Student 

Yachting World Cup 2017」で、神戸大学オフショアセーリング

部が優勝しました。日本チームの優勝は初めてであり、ヨット

強豪国の多いヨーロッパ勢の中での優勝は快挙です。

　神戸大学チームは、海事科学部生9名と農学部生1名（内3名

女子）の構成で参加。初日は中位の総合順位に位置していま

したが、徐々に順位を上げ、大会4日目には総合3位になりま

した。そして、大会5日目には1位～3位までが1点差に並ぶ接

戦となり、翌日のレースでは上位3チームの熾烈な3つ巴の

レースが展開され、追い上げを見せた神戸大学チームが競合

する2校をかわし、見事総合1位に踊り出ました。上位2艇は

英国艇で、セーリングの盛んな英国において、質、量ともに

厳しい国内予選を勝ち抜いてきたチームであり、そのチーム

と対等に戦えたことは素晴らしいことです。

　新学部同窓会は、国際文化学部同窓会「翔鶴会」と発達科

学部同窓会「紫陽会」の会員を引き継ぎ、名称は新たに国際

人間科学部同窓会「紫陽会」と称することとなりました。

LINEスタンプも発売

Student Yachting World Cup 2017

　平成29年に、 神戸大学の公式マスコット

キャラクター「神大うりぼー」が誕生し

ました。 神大うりぼーは、学生向けポータ

ルサイト「うりぼーポータル」のキャラク

ターとして以前から使用されていました

が、このたびデザインをリニューアルし、

正式に大学のキャラクターとして活動して

いくこととなりました。

　大学生協の購買各店およびwebサイトに

て、クリアファイルやボールペン、ぬいぐ

るみなどのグッズを販売しています。ま

た、学生広報チームがデザインを考案した

LINEスタンプも好評発売中です。是非応援

をよろしくお願いいたします。

神戸大学に住み着いて

いるイノシシの子ども「うり坊」。

スイーツが大好きで、趣味はお菓子作り。

おしゃれも好きだけど、お菓子作りの最中についつまみ食い

をしてしまって、ダイエットに励んでいます。

好奇心旺盛で、

神戸大生のキャンパスライフに興味津々！

（国際人間科学部同窓会「紫陽会」）
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